[bookmark: _nb6rg59ftv0o]短期集中英会話コース受講契約書

英会話スクール運営事業者　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、受講者　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が提供する短期集中英会話コース（以下「本コース」という。）の受講について、次のとおり契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _pr2v4r9eb095]第1条（目的）
本契約は、甲が乙に対して提供する短期集中英会話コースについて、受講内容、受講期間、受講料金、学習支援、予約及び振替、キャンセル、契約解除、返金、個人情報の取扱いその他必要な事項を定め、甲乙双方の権利義務を明確にするとともに、円滑かつ適正な英会話教育サービスの提供を図ることを目的とする。

[bookmark: _cieqgpvb141h]第2条（本コースの内容）
1. 甲が乙に提供する本コースの内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	コース名称
	短期集中英会話コース

	コース区分
	□ 日常英会話　□ ビジネス英会話　□ 旅行英会話　□ 試験対策　□ その他（　　　　　）

	受講形式
	□ 対面　□ オンライン　□ 対面・オンライン併用

	受講形態
	□ マンツーマン　□ グループ　□ その他（　　　　　）

	受講開始日
	年　　　月　　　日

	受講終了日
	年　　　月　　　日

	受講期間
	週間／　　　　　か月

	総レッスン回数
	回

	1回あたりの時間
	分

	総受講時間
	時間

	受講頻度
	週　　　　　回

	レッスン実施日
	□ 固定曜日　□ 予約制　□ その他（　　　　　）

	担当講師
	

	使用教材
	

	学習支援内容
	□ 課題添削　□ 学習相談　□ 発音指導　□ 学習進捗管理　□ その他（　　　　　）

	受講場所・利用システム
	

	その他特記事項
	


2. 甲は、前項に定める内容及び事前に乙へ提示したカリキュラムに従い、本コースを提供するものとする。
3. 甲は、教育上又は運営上必要な場合、レッスンの進行方法、教材の使用順序その他軽微な事項を変更することができる。ただし、受講料金、総レッスン回数、総受講時間その他契約の重要事項を変更する場合には、事前に乙へ説明し、その同意を得るものとする。
4. 本コースに含まれない追加レッスン、個別指導、教材購入その他のサービスについては、別途甲乙間で合意した場合に限り提供するものとする。

[bookmark: _jmcht119pnrg]第3条（受講申込み及び契約の成立）
1. 乙は、本コースの内容、受講条件、料金、キャンセル条件その他甲が提示する重要事項を確認したうえで、所定の方法により受講を申し込むものとする。
2. 本契約は、甲が乙の申込みを承諾し、その旨を乙に通知した時点で成立するものとする。ただし、甲乙が別途契約成立時期を明示して合意した場合は、その合意による。
3. 甲は、受講定員、講師の配置状況、受講資格その他合理的な事情により、申込みを承諾できない場合がある。
4. 甲は、乙が未成年者である場合、法令上必要となる親権者その他の法定代理人の同意を確認するものとする。
5. 甲は、特定商取引に関する法律その他関係法令に基づき書面の交付又は情報の提供が必要となる場合、所定の方法により必要事項を乙に提供するものとする。

[bookmark: _q5jvqo1rnt70]第4条（受講期間）
1. 本コースの受講期間は、第2条に定める受講開始日から受講終了日までとする。
2. 乙は、原則として受講期間内に所定のレッスンを受講するものとする。
3. 乙の都合により受講期間内にすべてのレッスンを受講できない場合の取扱いについては、第9条及び第10条の定めによる。
4. 甲の都合による休講、講師の欠勤、システム障害その他甲の責めに帰すべき事由によりレッスンを実施できなかった場合、甲は、合理的な範囲で振替レッスン、受講期間の延長又は未提供部分の返金その他適切な対応を行うものとする。
5. 受講期間の延長について甲乙が合意した場合、その延長期間、追加料金の有無及び受講条件を書面又は電磁的方法により確認するものとする。
[bookmark: _6w4vx0no6nvd]第5条（学習目標及びカリキュラム）
1. 甲及び乙は、本コースの開始にあたり、乙の英語力、学習目的及び受講可能時間等を踏まえ、次の学習目標を設定するものとする。
	項目
	内容

	受講開始時の英語レベル
	□ 初級　□ 初中級　□ 中級　□ 中上級　□ 上級

	主な受講目的
	

	重点学習分野
	□ スピーキング　□ リスニング　□ 発音　□ 語彙　□ 文法　□ その他

	目標とする英語レベル
	

	具体的な学習目標
	

	学習成果の確認方法
	□ レベルチェック　□ 模擬会話　□ テスト　□ その他

	自主学習の目安
	1日　　　　　分

	その他
	


2. 甲は、乙の学習状況に応じて、レッスン内容、課題及び学習方法について合理的な助言を行うものとする。
3. 乙は、甲から提示された学習計画を確認し、可能な範囲で予習、復習、課題その他の自主学習に取り組むものとする。
4. 甲は、学習目標の達成を支援するため、適切な指導及び学習環境の提供に努めるものとする。
5. 本コースにおける学習目標は、別途明示的な成果保証の合意がある場合を除き、特定の英語力、試験得点、資格取得又は就職・転職成果の達成を保証するものではない。

[bookmark: _vbk90br6sn57]第6条（受講料金及び支払方法）
1. 本コースの受講料金及び支払条件は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	入会金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	コース受講料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	教材費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	学習サポート費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　　円（税込）

	合計金額
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ クレジットカード　□ 現金　□ その他

	支払回数
	□ 一括　□ 分割（　　　　　回）

	支払期限
	年　　　月　　　日

	分割支払条件
	

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担

	追加料金の有無
	□ なし　□ あり（　　　　　　　　　）


2. 乙は、前項に定める料金を、所定の支払期限までに甲へ支払うものとする。
3. 甲は、契約締結前に、受講に必要となる料金の総額及び追加費用が発生する条件を乙へ明示するものとする。
4. 甲は、乙の事前の同意なく、契約締結後に受講料金を増額し、又は新たな費用負担を課してはならない。
5. 乙が支払期限までに料金を支払わない場合、甲は、相当の期間を定めて支払を催告することができる。
6. 料金の未払いが継続する場合、甲は、法令及び本契約に従い、レッスンの提供停止又は契約解除等の措置を講じることができる。

[bookmark: _tae7wbtv8ape]第7条（レッスンの提供）
1. 甲は、契約内容に従い、英会話指導に必要な知識及び技能を有する講師を配置し、適切な教育サービスを提供するものとする。
2. レッスンは、英会話練習、発音指導、文法説明、語彙学習、ロールプレイ、ディスカッションその他本コースの目的に適した方法により実施するものとする。
3. 甲は、乙の理解度及び習熟状況を踏まえ、必要に応じて指導方法を調整することができる。
4. 乙は、レッスン開始時刻を遵守し、円滑な受講に協力するものとする。
5. 乙が遅刻した場合、甲は、他の予約又は運営上の事情を考慮し、原則として予定された終了時刻までレッスンを実施するものとする。ただし、事前に別途合意がある場合は、その内容による。
6. 甲は、レッスン中に教育上必要な指導又は注意を行うことができる。ただし、乙の人格及び尊厳を尊重し、不適切な言動を行ってはならない。

[bookmark: _9enzqtpogv5r]第8条（講師の変更）
1. 甲は、講師の体調不良、退職、勤務日程の変更その他合理的な事情により、担当講師を変更することができる。
2. 甲は、担当講師を変更する場合、可能な限り事前に乙へ通知するものとする。
3. 甲は、変更後の講師について、契約上予定された指導内容を提供できるよう合理的な配慮を行うものとする。
4. 乙は、講師との相性、指導方法その他合理的な理由により、担当講師の変更を申し出ることができる。
5. 甲は、前項の申出について、講師の配置状況その他の事情を踏まえて対応を検討するものとする。
6. 特定の講師による指導が本契約の重要な条件となっている場合、その講師を変更する際には、甲乙協議のうえ対応を定めるものとする。

[bookmark: _ytqh82wxa2eg]第9条（予約及び日程変更）
1. レッスンの予約方法及び日程変更条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	予約方法
	□ 専用システム　□ メール　□ 電話　□ その他

	予約受付期限
	レッスン開始　　　　　時間前まで

	日程変更受付期限
	レッスン開始　　　　　時間前まで

	振替可能回数
	回

	振替可能期間
	

	当日キャンセルの取扱い
	

	無断欠席の取扱い
	

	その他
	


2. 乙がレッスン日時の変更を希望する場合、前項に定める期限までに甲へ申し出るものとする。
3. 甲は、講師の空き状況及び受講期間等を踏まえ、合理的な範囲で日程変更に対応するものとする。
4. 甲の都合によりレッスン日時を変更する場合、甲は、速やかに乙へ通知し、代替日時を提示するものとする。
5. 日程変更によって総レッスン回数又は総受講時間が減少する場合、その取扱いについて甲乙協議のうえ決定するものとする。

[bookmark: _3d7g1ub823v2]第10条（欠席、キャンセル及び振替）
1. 乙が自己の都合によりレッスンを欠席する場合、甲が事前に明示したキャンセル条件に従うものとする。
2. 乙が所定の期限までにキャンセルを申し出た場合、甲は、契約で定めた範囲内で振替レッスンを提供するものとする。
3. 乙が無断欠席した場合又は所定の期限を過ぎてキャンセルした場合、甲は、事前に明示した合理的な条件に従い、当該レッスンを消化済みとして取り扱うことができる。ただし、関係法令に反する取扱いは行わない。
4. 乙の急病、事故、災害その他やむを得ない事情により欠席が生じた場合、甲乙は、事情を踏まえ、振替その他の対応について協議するものとする。
5. 甲の責めに帰すべき事由によりレッスンが実施されなかった場合、当該レッスンを消化済みとして取り扱わないものとする。
6. 本条の規定は、法令に基づく契約解除又は返金に関する乙の権利を制限するものではない。

[bookmark: _w475rbcb32oy]第11条（オンラインレッスン）
1. オンライン形式でレッスンを実施する場合、甲は、使用する通信システム、接続方法及び必要な利用環境を事前に乙へ案内するものとする。
2. 乙は、自己の責任において、必要な通信回線、端末、マイク、カメラその他の受講環境を準備するものとする。ただし、甲が提供することを合意した設備等については、この限りでない。
3. 甲の管理するシステム又は通信環境に起因してレッスンの実施が困難となった場合、甲は、振替レッスン、受講時間の補填その他合理的な対応を行うものとする。
4. 乙の通信環境又は端末の不具合によりレッスンを受講できなかった場合、甲乙は、原因及び状況を確認し、事前に明示した条件に従い対応するものとする。
5. 甲乙いずれの責めにも帰することのできない通信障害が発生した場合、双方協議のうえ、レッスンの再実施その他適切な措置を検討するものとする。
6. 甲及び乙は、オンラインレッスンの実施に際し、相手方のプライバシー及び通信の安全性に配慮するものとする。

[bookmark: _vyswdjvoch4q]第12条（教材及び学習資料）
1. 甲は、本コースの実施に必要な教材及び学習資料を、契約で定めた条件に従い乙へ提供するものとする。
2. 教材の提供方法は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	教材の種類
	□ 印刷教材　□ 電子教材　□ 動画教材　□ その他

	教材の提供方法
	□ 手渡し　□ 郵送　□ ダウンロード　□ 専用システム

	教材費
	□ 受講料に含む　□ 別途必要

	教材の所有・利用条件
	

	受講終了後の利用
	□ 継続利用可　□ 利用期限あり

	その他
	


3. 甲又は正当な権利者が著作権その他の知的財産権を有する教材については、当該権利が乙へ移転するものではない。
4. 乙は、甲又は権利者の許諾なく、教材を第三者へ販売、配布、公衆送信その他権利を侵害する方法で利用してはならない。
5. 乙は、著作権法その他関係法令により認められる範囲で教材を利用することができる。
6. 教材の不具合、誤記又は利用上の問題が判明した場合、甲は、必要に応じて訂正、交換又は代替資料の提供を行うものとする。

[bookmark: _adltwuwwfvd0]第13条（学習支援及び進捗管理）
1. 甲は、本コースの内容に応じて、学習相談、課題添削、学習進捗の確認その他の学習支援を提供するものとする。
2. 学習支援の提供範囲、利用回数及び対応時間については、事前に提示した条件によるものとする。
3. 甲は、必要に応じて乙のレッスン参加状況、課題提出状況及び学習到達度を記録し、指導内容の改善に活用することができる。
4. 乙は、学習に関する質問又は相談を甲に申し出ることができる。ただし、甲は、契約で定めた範囲を超える無制限の個別対応義務を負うものではない。
5. 甲は、学習進捗に遅れが生じている場合、合理的な範囲で学習方法の見直し又は改善策を提案するものとする。

[bookmark: _9vvlkb64rj8h]第14条（学習成果及び到達度の確認）
1. 甲は、必要に応じて、本コースの開始時、中間時又は終了時に、乙の英語力を確認するためのテスト、面談、模擬会話その他の評価を実施することができる。
2. 評価方法及び評価基準については、事前に乙へ説明するものとする。
3. 甲は、評価結果に基づき、乙の学習上の課題及び今後の改善点について助言することができる。
4. 乙は、英語力の向上には受講状況、自主学習、既存の語学力その他個別の事情が影響することを理解する。
5. 甲は、契約上明示した成果保証がある場合を除き、特定の試験得点、英語レベル、会話能力又は資格取得を保証するものではない。
6. 甲が特定の成果を保証する場合、その達成基準、判定方法、未達成時の対応及び適用条件を別途書面又は電磁的方法により明確に定めるものとする。

[bookmark: _anhc5onhs362]第15条（受講者の遵守事項）
乙は、本コースの受講に際し、次の各号に掲げる事項を遵守するものとする。
1. 甲が事前に明示した受講規則及び合理的な運営上の指示に従うこと。
2. 講師及び他の受講者に対して礼節をもって接すること。
3. 他の受講者の学習を妨害しないこと。
4. レッスンの予約、キャンセル及び日程変更について所定の手続を行うこと。
5. 甲が提供する教材及びシステムを適切に利用すること。
6. 他の受講者又は講師の個人情報及びプライバシーを侵害しないこと。
7. 甲の許可なく、レッスンの録音、録画又は配信を行わないこと。ただし、法令上認められる行為については、この限りでない。
8. 不正アクセス、アカウントの不正共有その他システムの安全性を損なう行為を行わないこと。
9. その他法令又は本契約に違反する行為を行わないこと。

[bookmark: _n6axxhtzrw83]第16条（禁止事項及び受講制限）
1. 乙は、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
(1) 講師又は他の受講者に対する暴力、脅迫、誹謗中傷、差別的言動又はハラスメント行為
(2) レッスンの運営を著しく妨害する行為
(3) 甲の教材、システム又は設備を不正に利用する行為
(4) 他の受講者の個人情報を無断で取得又は公開する行為
(5) 甲又は第三者の知的財産権その他の権利を侵害する行為
(6) その他法令又は公序良俗に反する行為
2. 甲は、乙が前項に違反した場合、その行為の内容及び程度に応じて注意、警告又は受講方法の変更を求めることができる。
3. 重大な違反が認められる場合又は警告後も違反が継続する場合、甲は、必要かつ合理的な範囲で受講停止又は契約解除の措置を講じることができる。
4. 前項の措置に伴う料金の精算及び返金については、違反の内容、提供済みサービスの範囲及び関係法令に従い取り扱うものとする。

[bookmark: _hnc4z5jpiprp]第17条（休講及びサービスの中断）
1. 甲は、次の各号に掲げる事情が生じた場合、本コースの全部又は一部を一時的に休講又は中断することができる。
(1) 天災地変、感染症の流行その他不可抗力による場合
(2) 講師の急病その他やむを得ない事情が生じた場合
(3) 教室設備又は通信システムに重大な不具合が発生した場合
(4) その他安全かつ適切なレッスンの提供が困難となった場合
2. 甲は、休講又は中断が必要となった場合、可能な限り速やかに乙へ通知するものとする。
3. 甲は、休講又は中断により提供できなかったレッスンについて、振替、受講期間の延長、未提供部分の返金その他合理的な対応を行うものとする。
4. 長期間にわたり本コースの提供が困難となった場合、甲乙は、契約の継続又は終了について協議するものとする。
5. 甲の責めに帰すべき事由によって乙に損害が生じた場合、その責任については関係法令に従うものとする。

[bookmark: _ktl8thkfhadp]第18条（受講者による契約解除）
1. 乙は、関係法令及び本契約に定める条件に従い、本契約の解除を申し出ることができる。
2. 本契約が特定商取引に関する法律に定める特定継続的役務提供契約に該当する場合、乙は、同法に基づくクーリング・オフ及び中途解約の権利を行使することができる。
3. 前項に該当しない場合であっても、乙は、甲が事前に明示した解約条件に従い、契約解除を申し出ることができる。
4. 甲は、乙から契約解除の申出を受けた場合、解約日、提供済みサービス、未提供サービス及び返金額等を確認し、必要な精算内容を乙へ通知するものとする。
5. 甲は、法令により認められない解約制限、過大な違約金又は不当な返金拒否を行わないものとする。

[bookmark: _8rad4t3veyzo]第19条（クーリング・オフ及び中途解約）
1. 本コースが特定商取引に関する法律に定める特定継続的役務提供に該当する場合、甲は、同法に基づき必要な契約書面、解除に関する事項その他法定事項を乙へ適切に提供するものとする。
2. 前項の場合、乙は、法定の契約書面を受領した日から起算して8日を経過するまでの間、書面又は電磁的記録により契約の解除を行うことができる。ただし、法令により期間の進行又は起算点について特別の取扱いが認められる場合は、その定めによる。
3. 法令に基づくクーリング・オフが行われた場合、甲は、同法に従って受領済みの金銭を返還し、違約金又は損害賠償を請求しないものとする。
4. クーリング・オフ期間経過後であっても、本契約が特定継続的役務提供契約に該当する場合、乙は、同法に基づき将来に向かって契約を解除することができる。
5. 前項の場合、甲が乙に請求できる金額は、法令により認められる提供済み役務の対価及び損害賠償等の上限額を超えないものとする。
6. 本コースが特定継続的役務提供に該当しない場合であっても、訪問販売、電話勧誘販売その他の取引形態に応じて法定の解除権が認められるときは、その規定を優先して適用するものとする。
7. 本条は、乙が法令上有する解除権その他の権利を制限するものではない。

[bookmark: _je40rcc86729]第20条（返金及び精算）
1. 本契約の解除又は終了に伴う返金については、契約の種類、解除理由、提供済みサービスの内容及び関係法令を踏まえて算定するものとする。
2. 返金に関する基本条件は、次のとおりとする。ただし、法令により異なる取扱いが必要となる場合は、その定めを優先する。
	項目
	内容

	契約開始前の解約
	

	契約開始後の中途解約
	

	未受講レッスンの精算方法
	

	入会金の取扱い
	

	教材費の取扱い
	

	解約手数料
	

	返金方法
	□ 銀行振込　□ クレジットカード決済取消し　□ その他

	返金予定時期
	

	その他
	


3. 甲は、解約時の精算にあたり、未提供の役務について、法令上認められない料金を請求又は控除してはならない。
4. 甲は、乙に返金が発生する場合、返金額及びその算定根拠を乙へ説明するものとする。
5. 甲の責めに帰すべき事由により本契約が解除された場合、甲は、関係法令及び契約内容に従い、未提供部分の返金その他必要な対応を行うものとする。
6. 甲乙は、返金額に疑義が生じた場合、受講履歴、支払記録及び契約条件を確認し、誠実に協議するものとする。

[bookmark: _hs5bmyvrtx6q]第21条（甲による契約解除）
1. 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当する場合、相当の期間を定めて是正を求めたうえで、本契約を解除することができる。
(1) 受講料金の支払義務に違反し、催告後も支払わない場合
(2) 本契約に定める重要な義務に違反し、是正がなされない場合
(3) 講師又は他の受講者に対する重大な迷惑行為を継続した場合
2. 前項にかかわらず、重大な権利侵害、暴力行為その他契約関係の継続が著しく困難となる事情が生じた場合、甲は、法令に従い、催告を行わずに契約を解除することができる。
3. 甲は、契約解除に際し、その理由及び効力発生日を乙へ通知するものとする。
4. 契約解除に伴う料金の精算については、解除原因及び関係法令に従って行うものとする。
5. 甲は、本条を理由として、法令上認められない違約金又は過大な損害賠償を請求してはならない。

[bookmark: _o9wd5am0lgt]第22条（録音、録画及び肖像等の利用）
1. 甲がレッスンの品質管理、学習支援又は講師研修等を目的として録音又は録画を行う場合、事前に乙へ目的、利用範囲及び保存期間等を説明し、必要な同意を取得するものとする。
2. 甲が乙の氏名、写真、映像、音声又は学習成果を広告宣伝、ウェブサイト、SNSその他の媒体に掲載する場合、事前に乙の明確な同意を得るものとする。
3. 乙は、次の事項について同意の有無を選択する。
	利用項目
	同意の有無

	学習支援を目的とするレッスン録画
	□ 同意する　□ 同意しない

	講師研修を目的とする録画利用
	□ 同意する　□ 同意しない

	スクール公式サイトへの写真掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	SNSへの写真・動画掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	受講者の体験談掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	学習成果・試験結果の紹介
	□ 同意する　□ 同意しない

	広告宣伝への肖像・音声利用
	□ 同意する　□ 同意しない


4. 前項の同意は、乙の肖像、音声その他人格的利益に関する権利を甲へ譲渡するものではない。
5. 乙が広告宣伝等への利用に同意しない場合であっても、甲は、それのみを理由として受講上の不利益を与えてはならない。
6. 乙から同意の撤回又は掲載停止の申出があった場合、甲は、法令及び利用状況を踏まえ、合理的な範囲で対応するものとする。

[bookmark: _nvkpdkgwecjm]第23条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本コースの申込受付、本人確認、料金管理、レッスン提供、学習進捗管理、連絡対応その他契約履行に必要な目的の範囲内で、乙の個人情報を取得及び利用するものとする。
2. 甲は、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、取得した個人情報を適切に管理するものとする。
3. 甲は、法令上認められる場合を除き、乙の同意なく個人情報を利用目的の範囲を超えて取り扱わないものとする。
4. 甲がレッスン管理システム、オンライン会議システムその他外部サービスを利用する場合、必要に応じて委託先の安全管理状況を確認し、適切な監督を行うものとする。
5. 甲は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、乙の同意なく個人情報を第三者へ提供しないものとする。
6. 個人情報の保存期間、開示等の請求方法及び問い合わせ窓口については、甲が別途定めるプライバシーポリシー等によるものとする。

[bookmark: _onbg2ifrpe6a]第24条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本コースの受講又は運営に関連して知り得た相手方の非公開情報のうち、秘密である旨が明示された情報又はその性質上秘密として取り扱うべき情報について、正当な理由なく第三者へ開示又は漏えいしてはならない。
2. 前項の情報には、乙の学習履歴、個人的な相談内容、講師の非公開情報、他の受講者に関する情報その他秘密として保護することが合理的な情報を含むものとする。
3. 法令に基づく開示義務がある場合その他正当な理由がある場合は、必要な範囲で情報を開示することができる。
4. 本条に定める義務は、本契約終了後も、当該情報が秘密として保護される合理的な期間にわたり存続するものとする。

[bookmark: _c16b8ptu92ac]第25条（知的財産権）
1. 本コースにおいて甲が提供する教材、動画、音声、学習資料、カリキュラムその他のコンテンツに関する著作権その他の知的財産権は、甲又は正当な権利者に帰属するものとする。
2. 乙は、本契約に基づき、受講及び個人的な学習に必要な範囲で、甲が許諾する教材等を利用することができる。
3. 乙は、甲又は権利者の許諾なく、教材等を第三者へ販売、配布、公開又は公衆送信してはならない。ただし、法令上認められる場合は、この限りでない。
4. 乙が独自に作成した作文、発表資料その他の著作物に関する権利は、別途合意がある場合を除き、乙に帰属するものとする。
5. 甲が乙の作成物を広告宣伝その他受講目的以外に利用する場合、必要な許諾を取得するものとする。

[bookmark: _o7gr6xnpc7k8]第26条（損害賠償）
1. 甲又は乙が本契約に違反し、相手方に損害を与えた場合、当該当事者は、民法その他関係法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
2. 甲の故意又は過失により、乙が契約で予定された教育サービスを受けられなかった場合、甲は、法令及び契約内容に従い、必要な対応を行うものとする。
3. 乙が故意又は過失により甲の設備、教材その他の財産を損傷した場合、乙は、法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
4. 本契約のいかなる規定も、甲の故意又は重大な過失による損害賠償責任を免除し、又は消費者契約法その他関係法令に反する責任制限を定めるものではない。
5. 損害が発生した場合、甲乙は、事実関係の確認及び損害の拡大防止について誠実に協力するものとする。

[bookmark: _okqp6szecwig]第27条（不可抗力）
1. 天災地変、戦争、暴動、感染症の流行、法令の制定改廃、通信インフラの大規模障害その他当事者の合理的な支配を超える事情により、本契約の全部又は一部の履行が困難となった場合、甲乙は、速やかに相手方へ通知するものとする。
2. 前項の事情が発生した場合、甲乙は、受講日程の変更、提供方法の変更、受講期間の延長その他合理的な対応について協議するものとする。
3. 不可抗力により本コースの提供が継続的に困難となった場合、甲乙は、契約の終了及び未提供サービスの精算について協議するものとする。
4. 不可抗力による損害賠償責任の有無及び範囲については、関係法令に従うものとする。

[bookmark: _n1tt00u7ceej]第28条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自らが暴力団、暴力団員その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力を利用し、又は反社会的勢力に対して不当な利益を供与しないものとする。
3. 甲又は乙が前2項に違反した場合、相手方は、関係法令に従い、本契約を解除することができる。
4. 前項に基づく契約解除に伴う料金の精算及び損害賠償については、関係法令に従うものとする。

[bookmark: _ptzvlzilk5bi]第29条（契約内容の変更）
1. 本契約の重要な内容を変更する場合、甲乙は、変更内容、変更理由及び変更後の条件について協議し、合意するものとする。
2. 受講料金、総レッスン回数、受講期間、提供形式その他乙の権利義務に重要な影響を及ぼす変更については、原則として書面又は電磁的方法により合意内容を記録するものとする。
3. 甲が別途定める受講規則等を変更する場合、民法その他関係法令に従い、必要な周知その他の手続を行うものとする。
4. 甲は、契約内容の変更により乙へ不当な不利益を与えないよう配慮するものとする。

[bookmark: _5li69uw3l6j8]第30条（契約期間及び終了）
1. 本契約の有効期間は、契約成立日から本コースの終了及び料金精算その他必要な義務の履行が完了する日までとする。
2. 本コースの受講期間が満了した場合、別途合意がない限り、乙の受講権は終了するものとする。ただし、法令又は本契約に基づく振替、期間延長、返金その他の権利を妨げない。
3. 本契約の終了後も、個人情報の取扱い、秘密保持、知的財産権、損害賠償、紛争解決その他その性質上存続すべき条項は、必要な範囲で効力を有するものとする。
4. 本コースの終了後に継続コース又は追加コースを受講する場合、甲乙は、別途申込み及び契約手続を行うものとする。
5. 甲は、乙の明確な同意なく、本契約を自動更新し、又は新たな受講料金を請求してはならない。

[bookmark: _dlc2od3eumkq]第31条（協議事項）
1. 本契約に定めのない事項又は本契約の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は、関係法令及び信義誠実の原則に従い、誠意をもって協議するものとする。
2. 本契約と甲が別途定める受講規則、申込書、料金表その他の書類との間に矛盾が生じた場合、強行法規に反しない範囲で、甲乙が個別に合意した契約条件を優先するものとする。
3. 甲乙は、紛争が発生した場合、事実関係を確認し、円満な解決に努めるものとする。

[bookmark: _sahxo54wqk8f]第32条（準拠法及び管轄裁判所）
1. 本契約の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関して紛争が生じた場合、甲乙は、まず誠実な協議による解決を図るものとする。
3. 協議によって解決しない場合は、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _6jh9wihg62k]第33条（最終確認事項）
乙は、本契約の締結にあたり、次の事項について説明を受け、又は契約書その他の資料により確認したものとする。
□ 本コースの名称、受講目的及びカリキュラムを確認しました。
□ 受講期間、総レッスン回数及び総受講時間を確認しました。
□ レッスンの提供形式及び担当講師に関する条件を確認しました。
□ 受講料金の総額、支払方法及び支払期限を確認しました。
□ 教材費及び追加料金の有無を確認しました。
□ レッスンの予約、変更、キャンセル及び振替条件を確認しました。
□ オンラインレッスンの受講環境及び通信障害時の対応を確認しました。
□ 学習目標及び学習成果に関する説明を確認しました。
□ 契約解除、クーリング・オフ及び中途解約に関する条件を確認しました。
□ 返金及び精算方法について確認しました。
□ 個人情報、録音・録画及び肖像利用に関する条件を確認しました。
□ 教材の著作権及び利用条件を確認しました。
□ 本契約及び受講規則の内容を理解し、同意します。

[bookmark: _ji62nrybynvo]
[bookmark: _45ycbukqf99]
[bookmark: _bjg7ljq9bnmo]
[bookmark: _91zl2d1vjwlc]契約締結日及び署名欄
甲及び乙は、本契約の内容を確認し、合意した証として、本契約書を作成する。書面により締結する場合は、本書2通を作成して甲乙各1通を保有し、電子契約により締結する場合は、双方が合意した電磁的記録を保存するものとする。

契約締結日：　　　　年　　　月　　　日

甲（英会話スクール運営事業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（受講者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日：　　　　年　　　月　　　日

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

親権者・法定代理人（乙が未成年者である場合）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：

